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品質管理試験基準・規格値 

工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

セ 

 

 

メ 

 

 

ン 

 

 

ト 

 

 

・ 

 

 

コ 

 

 

ン 

 

 

ク 

 

 

リ 

 

 

｜ 

 

 

ト 

施 

 

 

 

 

 

工 

 

 

 

 

 

試 

 

 

 

 

 

験 

必 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

須 

塩化物 

総量規制 

「コンクリート

の耐久性向上対

策」による。 

鉄筋コンクリート重要

構造物に適用する。 

測定回数は、打設が午

前・午後にまたがると

きは１日に２回以上

（午前・午後）、半日の

場合は１回とする。コ

ンクリートの種類（材

料・配合）等や工場が

変わる場合は、その都

度１回以上測定する。

１試験の測定回数は３

回とし、試験の判定は

３回の測定値の平均値

で行う。 

原則０．３㎏／ 以下  

スランプ 

試験 

ＪＩＳ 

Ａ－１１０１ 

圧縮強度試験用供試体

の採取時及びコンクリ

ートの打ち込み中に品

質の変化が認められた

ときに行う。 

スランプ 

３㎝以上８㎝未満 

：許容差±１．５㎝ 

８㎝以上１８㎝以下 

：許容差±２．５㎝ 

 

コンクリー

トの圧縮 

強度試験 

ＪＩＳ 

Ａ－１１０８ 

重要構造物（注：参照）

について、鉄筋コンク

リートは打設日１日に

つき２回（午前・午後）、

無筋コンクリートは打

設日１日につき１回以

上行う。 

重要構造物以外の基礎

コンクリート、練石積

（張）の同込コンクリ

ート等は１工事当たり

５０ 以上１回。また、

５０ 増す毎に１回の

割合で実施する。５０

 未満の場合は省略す

ることができる。 

テストピースは打設場

所で採取し、１回につ

き原則として６個（１

週３本、４週３本）と

する。 

１回（供試体３本の平均

値）の試験結果呼び強度

の値の８５％以上。かつ

３回の試験結果の平均値

は呼び強度以上。 

任意の材齢の圧

縮強度から材齢

２８日の圧縮強

度を推定する場

合は附図－１に

より参考とする

ことができる。 
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品質管理試験基準・規格値 

工種 種別
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

セ 

 

 

メ 

 

 

ン 

 

 

ト 

 

 

・ 

 

 

コ 

 

 

ン 

 

 

ク 

 

 

リ 

 

 

｜ 

 

 

ト 

施 

 

 

 

 

 

工 

 

 

 

 

 

試 

 

 

 

 

 

験 

必 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

須 

塩化物 

総量規制 

「コンクリート

の耐久性向上対

策」による。 

鉄筋コンクリート重要

構造物に適用する。 

測定回数は、打設が午

前・午後にまたがると

きは１日に２回以上

（午前・午後）、半日の

場合は１回とする。コ

ンクリートの種類（材

料・配合）等や工場が

変わる場合は、その都

度１回以上測定する。

１試験の測定回数は３

回とし、試験の判定は

３回の測定値の平均値

で行う。 

原則０．３㎏／ 以下  

スランプ 

試験 

ＪＩＳ 

Ａ－１１０１ 

圧縮強度試験用供試体

の採取時及びコンクリ

ートの打ち込み中に品

質の変化が認められた

ときに行う。 

スランプ 

３㎝以上８㎝未満 

：許容差±１．５㎝ 

８㎝以上１８㎝以下 

：許容差±２．５㎝ 

 

コンクリー

トの圧縮 

強度試験 

ＪＩＳ 

Ａ－１１０８ 

重要構造物（注：参照）

について、鉄筋コンク

リートは打設日１日に

つき２回（午前・午後）、

無筋コンクリートは打

設日１日につき１回以

上行う。 

重要構造物以外の基礎

コンクリート、練石積

（張）の同込コンクリ

ート等は１工事当たり

５０ 以上１回。また、

５０ 増す毎に１回の

割合で実施する。５０

 未満の場合は省略す

ることができる。 

テストピースは１回に

つき６個（１週３本、

４週３本）とする。 

１回（供試体３本の平均

値）の試験結果呼び強度

の値の８５％以上。かつ

３回の試験結果の平均値

は呼び強度以上。 

供試体の試料

は荷卸し場所

にて採取し、標

準養生とする。

 

（旧） 新旧対照表 （新）
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品質管理試験基準・規格値 

工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

セ 

 

メ 

 

ン 

 

ト 

 

・ 

 

コ 

 

ン 

 

ク 

 

リ 

 

｜ 

 

ト 

施 

 

 

工 

 

 

試 

 

 

験 

必 

 

 

須 

空気量測定 

ＪＩＳ 

Ａ－１１１６ 

Ａ－１１１８ 

Ａ－１１２８ 

圧縮強度、曲げ強度試

験用供試体採取時及び

コンクリート打ち込み

中に品質の変化が認め

られたとき。。 

許容差 ±１．５％ 

 

但し、道路橋床版の場合、

±１％とする。 

 

シュミット 

ハンマーに 

よる試験 

コンクリート 

標準示方書 

（基準編） 

コンクリート標準示方

書（基準編）「硬化コン

クリートのテストハン

マー強度の試験方法」

による。 

 任意の材齢の圧

縮強度から材齢

２８日の圧縮強

度を推定する場

合は附図－１に

より参考とする

ことができる。 

そ 

 

の 

 

他 

コンクリー

トの曲げ 

強度試験 

ＪＩＳ 

Ａ－１１０６ 

コンクリート舗装の場

合に適用し、打設日毎

に２回（午前・午後）

に行う。なお、テスト

ピースは打設場所で採

取し、１回につき原則

として３個（４週強度

３本）とする。 

１回（供試体３本の平均

値）の試験結果は、呼び

強度の８５％以上、かつ

３回の試験結果の平均値

は呼び強度以上。 

 

コンクリー

トから切り

取ったコア

による 

強度試験 

ＪＩＳ 

Ａ－１１０７ 

品質に異常が認められ

た場合に行う。 
設計図書による。  

コンクリー

トの洗い 

分析試験 

ＪＩＳ 

Ａ－１１１２ 

品質に異常が認められ

た場合に行う。 
設計図書による。  

 

 附図―１ 材令任意の圧縮強度による材令28日の圧縮強度の推定 

 

 
 

注：重要構造物とはＰＣ桁（工場製作桁は除き、間詰・横桁は含む）、鋼橋のＰＣ床版、ＲＣ橋、井筒、水門、 

樋門等、擁壁（高さ２ｍ以上）治山工事の本堤及び副堤、その他上記に類するもののほか、特記仕様書に示す

構造物。 
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品質管理試験基準・規格値 

工種 種別
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

セ 

 

メ 

 

ン 

 

ト 

 

・ 

 

コ 

 

ン 

 

ク 

 

リ 

 

｜ 

 

ト 

施 

 

 

工 

 

 

試 

 

 

験 

必 

 

 

須 

空気量測定 

ＪＩＳ 

Ａ－１１１６ 

Ａ－１１１８ 

Ａ－１１２８ 

圧縮強度、曲げ強度試

験用供試体採取時及び

コンクリート打ち込み

中に品質の変化が認め

られたとき。。 

許容差 ±１．５％ 

 

但し、道路橋床版の場合、

±１％とする。 

 

シュミット 

ハンマーに 

よる試験 

コンクリート 

標準示方書 

（基準編） 

コンクリート標準示方

書（基準編）「硬化コン

クリートのテストハン

マー強度の試験方法」

による。 

 任意の材齢の圧

縮強度から材齢

２８日の圧縮強

度を推定する場

合は附図－１に

より参考とする

ことができる。 

そ 

 

の 

 

他 

コンクリー

トの曲げ 

強度試験 

ＪＩＳ 

Ａ－１１０６ 

コンクリート舗装の場

合に適用し、打設日毎

に２回（午前・午後）

に行う。なお、テスト

ピースは１回につき

３個（４週強度３本）

とする。 

１回（供試体３本の平均

値）の試験結果は、呼び

強度の８５％以上、かつ

３回の試験結果の平均値

は呼び強度以上。 

供試体の試料

は荷卸し場所

にて採取し、標

準養生とする。

コンクリー

トから切り

取ったコア

による 

強度試験 

ＪＩＳ 

Ａ－１１０７ 

品質に異常が認められ

た場合に行う。 
設計図書による。  

コンクリー

トの洗い 

分析試験 

ＪＩＳ 

Ａ－１１１２ 

品質に異常が認められ

た場合に行う。 
設計図書による。  

 

 附図―１ 材令任意の圧縮強度による材令28日の圧縮強度の推定 

 

 
 

注：重要構造物とはＰＣ桁（工場製作桁は除き、間詰・横桁は含む）、鋼橋のＰＣ床版、ＲＣ橋、井筒、水門、 

樋門等、擁壁（高さ２ｍ以上）治山工事の本堤及び副堤、その他上記に類するもののほか、特記仕様書に示す

構造物。 

 

（旧） 新旧対照表 （新）
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品質管理試験基準・規格値 

工種 種別 
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

覆 

 

工 

 

コ 

 

ン 

 

ク 

 

リ 

 

｜ 

 

ト 

 

・ 

 

Ｎ 

 

Ａ 

 

Ｔ 

 

Ｍ 

施 

 

 

 

 

 

工 

 

 

 

 

 

試 

 

 

 

 

 

験 

必 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

須 

コンクリー

トの圧縮 

強度試験 

ＪＩＳ 

Ａ－１１０８ 

現場練コンクリートの

場合： 

(ａ)圧縮強度の試験値

が、設計基準強度の８

０％を１／２０以上の

確率で下回らない。 

(ｂ)圧縮強度の試験値

が、設計基準強度を 

１／４以上の確率で下

回らない。 

なお、ここで言う試験

値とは、同時に作った

３本の供試体の平均値

のことである。 

鉄筋コンクリートは打設

日１日につき２回（午前、

午後）以上無筋コンクリ

ートは打設日１日につき

１回以上行う。 

なお、テストピースは打

設場所で採取し、１回に

つき６個（７日強度３本、

２８日強度３本）とする。

レディミクスコ

ンクリートの場

合、１回の試験

（供試体３本の

平均値）結果は呼

び強度の値の 

８５％以上、かつ

３回の試験結果

は呼び強度以上。

空気量測定 

ＪＩＳ 

Ａ－１１１６ 

Ａ－１１１８ 

Ａ－１１２８ 

圧縮強度、曲げ強度試

験用供試体採取時及び

コンクリート打ち込み

中に品質の変化が認め

られたとき。 

許容差 ±１．５％ 

但し、道路橋床版の場合、

±１％とする。 

 

シュミット

ハンマーに

よる試験 

コンクリート 

標準示方書 

（基準編） 

コンクリート標準示方

書（基準編）「硬化コン

クリートのテストハン

マー強度の試験方法」

による。 

 任意の材齢の圧

縮強度から材齢

２８日の圧縮強

度を推定する場

合は附図－１に

より参考とする

ことができる。 

そ 

の 

他 

コンクリー

トから切り

取ったコア

による 

強度試験 

ＪＩＳ 

Ａ－１１０７ 

品質に異常が認められ

た場合に行う。 
設計図書による。  

コンクリー

トの洗い 

分析試験 

ＪＩＳ 

Ａ－１１１２ 

品質に異常が認められ

た場合に行う。 
設計図書による。  

吹

付

コ

ン

ク

リ

ー

ト 

・ 

Ｎ

Ａ

Ｔ

Ｍ 

材 

料 

試 

験 

必 

須 

アルカリ 

骨材反応 

対策 

「コンクリート

の耐久性向上対

策」による 

覆工コンクリートに準

ずる。 

覆工コンクリートに準ず

る。 
 

そ 

の 

他 

骨材の 

ふるい分け 

試験 

ＪＩＳ 

Ａ－１１０２ 

覆工コンクリートに準

ずる。 

覆工コンクリートに準ず

る。 
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品質管理試験基準・規格値 

工種 種別
試験 

区分 
試験項目 試験方法 試験基準 品質規格値 摘 要 

覆 

 

工 

 

コ 

 

ン 

 

ク 

 

リ 

 

｜ 

 

ト 

 

・ 

 

Ｎ 

 

Ａ 

 

Ｔ 

 

Ｍ 

施 

 

 

 

 

 

工 

 

 

 

 

 

試 

 

 

 

 

 

験 

必 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

須 

コンクリー

トの圧縮 

強度試験 

ＪＩＳ 

Ａ－１１０８ 

現場練コンクリートの

場合： 

(ａ)圧縮強度の試験値

が、設計基準強度の８

０％を１／２０以上の

確率で下回らない。 

(ｂ)圧縮強度の試験値

が、設計基準強度を 

１／４以上の確率で下

回らない。 

なお、ここで言う試験

値とは、同時に作った

３本の供試体の平均値

のことである。 

鉄筋コンクリートは打設

日１日につき２回（午前、

午後）以上無筋コンクリ

ートは打設日１日につき

１回以上行う。 

なお、テストピースは打

設場所で採取し、１回に

つき６個（７日強度３本、

２８日強度３本）とする。

レディミクスト

コンクリートの

場合、１回の試験

（供試体３本の

平均値）結果は呼

び強度の値の８

５％以上、かつ３

回の試験結果は

呼び強度以上と

する。 

供試体の試料は

荷卸し場所にて

採取し、標準養生

とする。 

空気量測定 

ＪＩＳ 

Ａ－１１１６ 

Ａ－１１１８ 

Ａ－１１２８ 

圧縮強度、曲げ強度試

験用供試体採取時及び

コンクリート打ち込み

中に品質の変化が認め

られたとき。 

許容差 ±１．５％ 

但し、道路橋床版の場合、

±１％とする。 

 

シュミット

ハンマーに

よる試験 

コンクリート 

標準示方書 

（基準編） 

コンクリート標準示方

書（基準編）「硬化コン

クリートのテストハン

マー強度の試験方法」

による。 

 任意の材齢の圧

縮強度から材齢

２８日の圧縮強

度を推定する場

合は附図－１に

より参考とする

ことができる。 

そ 

の 

他 

コンクリー

トから切り

取ったコア

による 

強度試験 

ＪＩＳ 

Ａ－１１０７ 

品質に異常が認められ

た場合に行う。 
設計図書による。  

コンクリー

トの洗い 

分析試験 

ＪＩＳ 

Ａ－１１１２ 

品質に異常が認められ

た場合に行う。 
設計図書による。  

吹

付

コ

ン

ク

リ

ー

ト 

・ 

Ｎ

Ａ

Ｔ

Ｍ 

材 

料 

試 

験 

必 

須 

アルカリ 

骨材反応 

対策 

「コンクリート

の耐久性向上対

策」による 

覆工コンクリートに準

ずる。 

覆工コンクリートに準ず

る。 
 

そ 

の 

他 

骨材の 

ふるい分け 

試験 

ＪＩＳ 

Ａ－１１０２ 

覆工コンクリートに準

ずる。 

覆工コンクリートに準ず

る。 
 

 

（旧） 新旧対照表 （新）
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公 的 試 験 機 関 で の 品 質 管 理 試 験 の 実 施 に つ い て 

 

 品質管理基準により義務付けられた品質管理項目のうち、次表に示す項目については、公的試験機関（注１参照）

で試験を実施するものとする。 

 

公的試験機関による品質管理試験項目一覧表 

 

工  種 試 験 項 目 試  験  基  準 適  用 

セメント 

コンクリート 

圧縮強度試験 

１）重要構造物（注３）の場合 

鉄筋コンクリートは打設日１日につ

き２回（午前・午後）無筋コンクリー

トは打設日１日につき１回行う。 

なお、供試体は１回につき６個採取 

（７日強度及び２８日強度、各３本） 

２）重要構造物以外の場合 

１工事につき打設数量５０ 毎に１

回行う。なお、供試体は１回につき３

個採取（２８日強度３本） 

１工事の打設数量が５０ 未満につ 

いては省略することができる。 

供試体は打設場所

で採取し、現場養生

のうえ試験を行う。 

曲げ強度試験 

コンクリート舗装の場合に適用し、打

設日１日につき２回（午前、午後） 

なお、供試体は１回につき３個採取 

（２８日強度３本） 

 

鋼材ガス圧接 引張試験 

１）手動ガス圧接の場合 

工事着手前に作製した試験片５本 

２）自動ガス圧接の場合 

工事着手前に作製した試験片２本 

※ 試験片の作製は鉄筋径毎に行う。 

試験片の作製は、圧

接者、圧接装置、鉄

筋の端面処理、加熱

時間等実際の作業

と同一条件で行う。 

河川・海岸・治山 

・道路土工 

土の締固め試験 

５００ 以上の盛土を行う工事で、当

初及び土質の変化時の試験（路床と同一

材料の路体盛土は、路床の品質管理試験

のみでよい）。 

河川、海岸、治山の

盛土及び道路の路

体盛土材に適用す

る。 

修正ＣＢＲ試験 
道路の路床工事の盛土材で、当初及び

土質の変化時に行う試験。 

土の締固め試験も

必要。 

路床置換工 置換材料の修正ＣＢＲ試験 
道路の置換材料について、当初及び材

料の変化時に行う試験。 
 

転圧コンクリート 

舗装 

曲げ強度試験 

（作成供試体－現場施工） 

打設日１日につき２回（午前、午後）

の、材齢２８日の強度試験。 

供試体は打設場所

で採取し、１回につ

き３個とする。 

アスファルト舗装 

コアー密度測定試験 

混合物のアスファルト量 

抽出試験 

混合物粒度分析試験 

 Ａ・Ｂ工事（注４参照）について、車

道の各層毎に１回、３個のコアーを採取

して行う試験。 

 但し、１工事（各層毎）の混合物の使

用数量が５０ｔ又は舗設面接が４００㎡

未満の場合は、省略することができる。 

路肩、取付け道路は

除く。 

ホイールトラッキング試験 

改質アスファルト使用の場合は、１工

事につき１回（複数層に使用の場合各層

毎）施工前に作成した３個の供試体で実

施する試験。（注５参照） 
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公 的 試 験 機 関 で の 品 質 管 理 試 験 の 実 施 に つ い て 

 

 品質管理基準により義務付けられた品質管理項目のうち、次表に示す項目については、公的試験機関（注１参照）

で試験を実施するものとする。 

 

公的試験機関による品質管理試験項目一覧表 

 

工  種 試 験 項 目 試  験  基  準 適  用 

セメント 

コンクリート 

圧縮強度試験 

１）重要構造物（注３）の場合 

鉄筋コンクリートは打設日１日につ

き２回（午前・午後）無筋コンクリー

トは打設日１日につき１回行う。 

なお、供試体は１回につき６個採取 

（７日強度及び２８日強度、各３本） 

２）重要構造物以外の場合 

１工事につき打設数量５０ 毎に１

回行う。なお、供試体は１回につき３

個採取（２８日強度３本） 

１工事の打設数量が５０ 未満につ 

いては省略することができる。 

供試体の試料は荷卸

し場所にて採取し、

標準養生とする。 

 

曲げ強度試験 

コンクリート舗装の場合に適用し、打

設日１日につき２回（午前、午後） 

なお、供試体は１回につき３個採取 

（２８日強度３本） 

 

鋼材ガス圧接 引張試験 

１）手動ガス圧接の場合 

工事着手前に作製した試験片５本 

２）自動ガス圧接の場合 

工事着手前に作製した試験片２本 

※ 試験片の作製は鉄筋径毎に行う。 

試験片の作製は、圧

接者、圧接装置、鉄

筋の端面処理、加熱

時間等実際の作業

と同一条件で行う。 

河川・海岸・治山 

・道路土工 

土の締固め試験 

５００ 以上の盛土を行う工事で、当

初及び土質の変化時の試験（路床と同一

材料の路体盛土は、路床の品質管理試験

のみでよい）。 

河川、海岸、治山の

盛土及び道路の路

体盛土材に適用す

る。 

修正ＣＢＲ試験 
道路の路床工事の盛土材で、当初及び

土質の変化時に行う試験。 

土の締固め試験も

必要。 

路床置換工 置換材料の修正ＣＢＲ試験 
道路の置換材料について、当初及び材

料の変化時に行う試験。 
 

転圧コンクリート 

舗装 

曲げ強度試験 

（作成供試体－現場施工） 

打設日１日につき２回（午前、午後）

の、材齢２８日の強度試験。 

供試体は打設場所

で採取し、１回につ

き３個とする。 

アスファルト舗装 

コアー密度測定試験 

混合物のアスファルト量 

抽出試験 

混合物粒度分析試験 

 Ａ・Ｂ工事（注４参照）について、車

道の各層毎に１回、３個のコアーを採取

して行う試験。 

 但し、１工事（各層毎）の混合物の使

用数量が５０ｔ又は舗設面接が４００㎡

未満の場合は、省略することができる。 

路肩、取付け道路は

除く。 

ホイールトラッキング試験 

改質アスファルト使用の場合は、１工

事につき１回（複数層に使用の場合各層

毎）施工前に作成した３個の供試体で実

施する試験。（注５参照） 

 

 

（旧） 新旧対照表 （新）
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３－（３） 
 コ ン ク リ ー ト 圧 縮 強 度 試 験 結 果 一 覧 表  

 

番号 製作年月日 試験年月日 材令 
設計基準 
強  度 

圧縮強度（Ｎ／ ） 計 
ΣＸ 

平均 
Ｘ 

摘  要 
Ｘ  Ｘ  Ｘ  

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          
注）摘要欄には工種、採取ヶ所を記載する。 
注）平均の最下段に４週試験の平均値を記入すること。 
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３－（３） 
 コ ン ク リ ー ト 圧 縮 強 度 試 験 結 果 一 覧 表  

 

番号 製作年月日 試験年月日 材令 呼び強度 
圧縮強度（Ｎ／ ） 計 

ΣＸ 
平均 
Ｘ 

摘  要 
Ｘ  Ｘ  Ｘ  

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         
注）摘要欄には工種、採取ヶ所を記載する。 
注）平均の最下段に４週試験の平均値を記入すること。 

新旧対照表（旧） （新）


